

















































































Ａ．学ぶことの楽しさ，分かることの楽しさを知る 85.2 12.7   2.1
Ｂ．自分の将来の生き方をゆっくりと考える時間を持つ 73.7 23.1   3.2
Ｃ．それぞれの教科の知識を身につける 69.8 29.6   0.5
Ｄ．自分の得意な分野を発見し，その学習を深める 69.3 25.9   4.8
Ｅ．学校の勉強と直接関係ない本でも幅広く読む 69.3 24.9   5.8
Ｆ．時事問題について自分なりの意見を持つ 57.7 32.8   9.5
Ｇ．世の中の職業の種類やその内容を知る 51.3 40.2   8.5
Ｈ．農家・工場・商店・会社などで働く体験をする 47.3 29.3 23.4
Ｉ．将来社会で働く時に直接役立つ知識技術を学ぶ 37.2 40.4 22.3
Ｊ．政治に関心を持つ 29.6 55.0 15.3


























































































































































友達と協力して学校の行事に取り組む 85.5 12.4   2.2
さまざまな問題について友達と議論する機会がある 69.9 26.3   3.8
生徒会活動や HR活動に取り組む 61.8 31.7   6.5
地域の人々と協力して地域社会の行事に参加する 50.0 38.2 11.8




































人の意見に振り回されずに自分の頭で考えられる 83.6 14.8   1.6
誰に対しても自分の意見を言える 60.3 34.4   5.3
学校が決めた校則は納得できない部分があっても守る 36.0 49.7 14.3
教師の指示に素直に従う 24.3 58.2 17.5









































































生活の中でなるべく多くの自由な時間を与えられる 21.0 45.2 33.9










































































 1 ）門脇厚司『子どもの社会力』岩波書店，1999，p. 61
 2 ）調査票では「きわめて大切」「かなり大切」「ある程度大切」「少しは大切」「あまり大切でな
い」の 5段階の尺度を使用したが，表では「きわめて大切」＋「かなり大切」→「とても大切」，
「少しは大切」＋「あまり大切でない」→「それほど大切でない」とした。
